
大佐公民館主催の初心者向け「アユ釣り」
が小坂部川で開催され、参加した小学生
と中学生がベテラン釣り師の手ほどきを
受けながら友釣りに挑戦しました。

アユの友釣りに挑戦
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議
長
あ
い
さ
つ

　

４
月
25
日
開
催
の
臨
時
会
に
お
い
て
第

８
代
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
は
先
頭
に
立
っ
て
、
議
会
の
正
常
・

活
発
な
運
営
を
議
員
と
と
も
に
「
至
誠
惻

怛
」
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
頑
張
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
は
、
全
国
の
地
方
議
会
議

員
選
挙
・
市
区
町
村
長
選
挙
に
お
い
て
も

無
投
票
と
な
る
場
合
が
多
く
な
り
、
ま
た
、

投
票
率
も
年
々
低
下
し
、
選
挙
離
れ
に
一

層
の
拍
車
が
掛
か
っ
て
お
り
、
議
会
や
行

政
へ
の
無
関
心
な
世
相
、
世
代
が
増
え
て

い
る
と
の
報
道
も
度
々
伝
え
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
我
々
新
見
市
議
会
は
、

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
く
議
会
報
告
会
へ

の
参
加
や
一
般
会
議
の
開
催
を
呼
び
か
け

て
い
る
も
の
の
、
参
加
者
の
少
な
さ
、
開

催
要
請
も
な
い
現
状
を
議
員
全
員
が
危
機

感
を
持
っ
て
、
活
動
・
行
動
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
と
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
今
後
一
層
の
議
会
改

革
を
行
い
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
・
よ
り

透
明
性
を
高
め
る
情
報
発
信
を
行
っ
て
行

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
例
と
し
て
、
議
会
本
会
議
の
土
日
開

催
・
夜
間
開
催
、
あ
る
い
は
市
内
中
学
生
・

高
校
生
と
の
子
ど
も
議
会
の
開
催
等
多
様

な
議
会
改
革
を
早
急
に
実
施
す
べ
く
、
議

会
内
組
織
に
お
い
て
調
査
・
研
究
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少

を
少
し
で
も
く
い
止
め
る
べ
く
、
行
政
の

一
輪
で
あ
る
議
会
は
、
議
会
議
場
の
場
に

お
い
て
、
本
市
発
展
・
市
民
福
祉
の
向
上

の
た
め
、
市
民
付
託
に
答
え
る
た
め
の
議

論
を
尽
く
さ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
た

め
に
必
要
と
な
る
議
会
の
正
常
・
活
発
な

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

４
月
の
議
会
構
成
替
え
に
よ
り
、
議
会

広
報
特
別
委
員
会
の
委
員
長
と
い
う
大
役

を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。「
に
い
み
市
議

会
だ
よ
り
」
は
、
昨
年
５
月
に
第
１
号
を

発
行
し
て
以
来
、
今
回
で
第
６
号
と
い
う

回
数
を
重
ね
て
き
て
い
ま
す
。

　

地
方
議
会
は
、
生
活
に
密
着
し
た
審
議

を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
国
会

の
ほ
う
が
身
近
だ
」
と
い
う
人
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
連
日
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な

ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
見
聞
き
す

る
か
ら
で
す
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
す
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

市
議
会
で
の
審
議
内
容
な
ど
を
詳
し
く
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
議
会
か
ら
の
情

報
の
一
つ
と
し
て
発
行
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、「
文
字
ば
か
り
で
読
み
に
く
い
」「
広

報
紙
を
め
く
っ
た
と
き
の
印
象
が
難
解
で

堅
苦
し
く
読
む
気
が
し
な
い
」
な
ど
と
い

っ
た
ご
意
見
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
議

会
だ
よ
り
」
は
、
記
事
の
作
成
か
ら
編
集

ま
で
全
て
議
員
の
手
で
つ
く
ら
れ
て
お
り
、

皆
さ
ま
に
読
み
や
す
い
広
報
紙
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
で

ご
指
摘
を
受
け
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
皆
さ
ま
の
ご
指
摘
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
て
、
研
鑽
を
重
ね
な
が

ら
親
し
み
や
す
い
「
議
会
だ
よ
り
」
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

新
し
い
議
会
構
成
に
な
り
ま
し
た

新見市議会
議長　藤澤正則

委員長　坂東義生

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　

副
委
員
長　

西
川　

照
雄 

　
　
　
　

委
員　

宮
本　

英
基 

　
　
　
　

委
員　

山
本　

昌
次 

　
　
　
　

委
員　

杉
本
美
智
子 

　
　
　
　

委
員　

難
波　

孝
一 

　
　
　
　

委
員　

小
郷　

昌
一 

　
　
　
　

委
員　

橋
本　

亨
子 

　
　
　
　

委
員　

榎　

日
出
男

　
議
会
広
報
の
充
実
に
関
す
る
事
項
、

議
会
広
報
紙
の
発
行
に
関
す
る
事
項
を

調
査
し
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会
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総
務
部
、
消
防
本
部
、
選
挙
管
理
委
員
会
、

出
納
室
、
監
査
委
員
が
所
管
す
る
事
務
に
関

す
る
調
査
及
び
議
案
、
請
願
等
を
審
査
し
ま

す
。

　

委 

員 

長　

宮
本　

英
基

　

副
委
員
長　

西
川　

照
雄

　

委　
　

員　

古
川　

英
明　

小
河　

俊
文

　
　
　
　
　
　

坂
東　

義
生　

山
本　

昌
次

　
　
　
　
　
　

杉
本
美
智
子　

難
波　

孝
一

　
　
　
　
　
　

小
郷　

昌
一　

林　
　

光
和

　
　
　
　
　
　

石
田　
　

實

　

福
祉
部
、
教
育
委
員
会
が
所
管
す
る
事
務

に
関
す
る
調
査
及
び
議
案
、
請
願
等
を
審
査

し
ま
す
。

　

委 

員 

長　

杉
本
美
智
子

　

副
委
員
長　

古
川　

英
明

　

委　
　

員　

岡
崎　

裕
生　

小
河　

俊
文

　
　
　
　
　
　

岩
田　

秀
之　

坂
東　

義
生

　
　
　
　
　
　

難
波　

孝
一　

塩
飽　

満
路

　
　
　
　
　
　

橋
本　

亨
子　

仲
田　

康
豊

　
　
　
　
　
　

榎　

日
出
男　

石
田　
　

實

　

産
業
部
、
建
設
部
、
農
業
委
員
会
が
所
管

す
る
事
務
に
関
す
る
調
査
及
び
議
案
、
請
願

等
を
審
査
し
ま
す
。

　

委 

員 

長　

小
郷　

昌
一

　

副
委
員
長　

岡
崎　

裕
生

　

委　
　

員　

西
川　

照
雄　

宮
本　

英
基

　
　
　
　
　
　

岩
田　

秀
之　

山
本　

昌
次

　
　
　
　
　
　

林　
　

光
和　

塩
飽　

満
路

　
　
　
　
　
　

橋
本　

亨
子　

仲
田　

康
豊

　
　
　
　
　
　

榎　

日
出
男　

　

予
算
議
案
に
関
す
る
事
項
、
決
算
認
定
議

案
に
関
す
る
事
項
、
予
算
決
算
等
市
財
政
に

関
す
る
事
項
の
調
査
及
び
議
案
を
審
査
し
ま

す
。

　

委 

員 

長　

榎　

日
出
男

　

副
委
員
長　

岩
田　

秀
之

　
　

委
員
は
、
議
長
を
除
く
全
員　

　

議
員
定
数
に
関
す
る
事
項
、
議
員
報
酬
に

関
す
る
事
項
、
政
務
活
動
費
に
関
す
る
事
項

を
調
査
し
ま
す
。

　

委 

員 

長　

仲
田　

康
豊

　

副
委
員
長　

小
河　

俊
文

　
　

委
員
は
、
議
長
を
除
く
全
員　

　

議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
、
議
会
の
会

議
規
則
、
委
員
会
に
関
す
る
条
例
等
に
関
す

る
事
項
、
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項
を
調

査
し
ま
す
。

　

委 

員 

長　

林　
　

光
和

　

副
委
員
長　

古
川　

英
明

　

委　
　

員　

宮
本　

英
基　

小
河　

俊
文

　
　
　
　
　
　

杉
本
美
智
子　

小
郷　

昌
一

　
　
　
　
　
　

仲
田　

康
豊　

榎　

日
出
男

　
　
　
　
　
　

石
田　
　

實

総
務
消
防
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

議
員
定
数
等
検
討
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会
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令
和
元
年
６
月
定
例
市
議
会
は
６
月
14

日
か
ら
７
月
８
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
条
例

５
件
、
予
算
５
件
、
そ
の
他
の
議
案
８
件
、

陳
情
３
件
、
発
議
２
件
が
審
議
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
議
案
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

条　

例

条
例
第
20
号　

新
見
市
福
祉
ほ
ほ
え
み
基

金
条
例

　

昨
年
度
末
に
山
佐
㈱
よ
り
寄
付
さ
れ
た

１
億
円
を
財
源
に
、
新
見
市
の
福
祉
を
充

実
さ
せ
る
た
め
の
基
金
を
創
設
し
ま
し
た
。

条
例
第
22
号　

新
見
市
交
流
セ
ン
タ
ー
条

例
を
廃
止
す
る
条
例

　

西
方
の
交
流
セ
ン
タ
ー
（
旧
隣
保
館
）

は
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
た
め
解
体
撤
去

す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

こ
の
た
び
条
例
を
廃
止
し
ま
し
た
。

そ
の
他
議
案

議
案
第
10
号　

不
動
産（
土
地
及
び
建
物
）

の
取
得
に
つ
い
て

　

西
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
か
ら
新
見
駅
西
エ

リ
ア
整
備
事
業
の
用
地
と
し
て
４
５
２

４
・
75
㎡
を
１
億
２
８
９
５
万
５
３
７
５

円
で
購
入
す
る
こ
と
を
議
決
し
ま
し
た
。 

　

な
お
、
総
務
消
防
委
員
会
は
執
行
部
に

対
し
新
見
駅
西
エ
リ
ア
整
備
事
業
実
施
に

当
た
っ
て
は
議
会
に
は
十
分
な
説
明
を
行

い
慎
重
に
取
り
組
む
よ
う
に
意
見
書
を
付

け
ま
し
た
。

議
案
第
11
号　

動
産
（
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
）
の
買
い
入
れ
に
つ
い
て

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
１
台
５
０
４
８
万

円
を
㈱
自
光
モ
ー
タ
ー
ス
か
ら
購
入
し
ま

す
。
老
朽
化
し
た
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を

入
れ
替
え
ま
す
。

議
案
第
12
号　

新
見
市
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
（
仮
称
）
新
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
他
２
件

　

正
田
小
学
校
跡
地
に
建
設
さ
れ
る
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
業
者
（
特
定
共
同

企
業
体
）
が
決
ま
り
ま
し
た
。
建
設
主
体

工
事
は
白
川
土
木
㈱
と
丸
山
建
設
㈱
が
６

億
６
千
万
円
で
、
電
気
工
事
は
東
亜
電
工

㈱
と
杉
岡
建
設
㈱
が
２
億
６
８
０
万
円
で
、

機
械
設
備
工
事
は
㈱
中
電
工
新
見
営
業
所

と
東
亜
電
工
㈱
が
８
億
３
０
０
万
円
で
そ

れ
ぞ
れ
行
い
ま
す
。
早
速
工
事
に
着
手
し
、

来
年
９
月
か
ら
学
校
給
食
を
提
供
す
る
予

定
で
す
。

議
案
第
15
号　

千
屋
公
民
館
新
築
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て 

　

千
屋
公
民
館
は
西
村
工
業
㈱
が
１
億
５

８
４
０
万
円
で
工
事
す
る
こ
と
に
決
ま
り

ま
し
た
。

意
見
書
提
出

　

陳
情
２
件
が
採
択
さ
れ
た
の
で
国
の
関

係
機
関
へ
新
見
市
議
会
か
ら
次
の
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

発
議
第
３
号　

後
期
高
齢
者
医
療
の
窓
口

負
担
の
見
直
し
に
あ
た
り
、
１
割
負
担
の

継
続
を
求
め
る
意
見
書 

 

発
議
第
４
号　

教
職
員
定
数
の
改
善
及
び

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
に
係
る

意
見
書

解体撤去される交流センター（西方） 

全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

　

仲
田　

康
豊

　
　
　

 

（
議
長
副
議
長
４
年
以
上
）

　

橋
本　

亨
子
（
議
員
20
年
以
上
）

　

難
波　

孝
一
（
議
員
10
年
以
上
）

　

杉
本
美
智
子
（
議
員
10
年
以
上
）

中
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

　

榎　

日
出
男
（
議
員
24
年
以
上
）

　

仲
田　

康
豊
（
議
員
24
年
以
上
）

　

橋
本　

亨
子
（
議
員
20
年
以
上
）

　

塩
飽　

満
路
（
議
員
16
年
以
上
）

　

林　
　

光
和
（
議
員
16
年
以
上
）

　

小
郷　

昌
一
（
議
員
12
年
以
上
）

表
　
彰

令和元年

6月定例会
審議内容

新
見
駅
西
エ
リ
ア
の

　
　
　
　
土
地
購
入
契
約
を
議
決

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
等
の

　
　
　
　
請
負
契
約
を
議
決
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令和元年6月定例会審議結果
●全会一致で可決等したもの

議案番号 議　　案　　名

条例第19号 新見市火災予防条例の一部を改正する条例

条例第20号 新見市福祉ほほえみ基金条例

条例第21号 新見市ファミリーパーク条例の一部を改正する条例

条例第22号 新見市交流センター条例を廃止する条例

条例第23号 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例

予算第23号 令和元年度新見市介護保険特別会計補正予算（第１号）

予算第24号 令和元年度新見市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

予算第25号 令和元年度新見市下水道事業特別会計補正予算（第１号）

予算第26号 令和元年度新見市水道事業会計補正予算（第１号）

議案第８号
岡山県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数の増減及び岡山県市町村総合事務組合規約の
変更について

議案第９号 市道路線の変更について

議案第10号 不動産（土地及び建物）の取得について

議案第11号 動産（消防ポンプ自動車）の買入れについて

議案第12号 令和元年度（仮称）新見市学校給食センター新築工事請負契約の締結について

議案第13号 令和元年度（仮称）新見市学校給食センター新築工事に伴う電気設備工事請負契約の締結について

議案第14号 令和元年度（仮称）新見市学校給食センター新築工事に伴う機械設備工事請負契約の締結について

議案第15号 令和元年度千屋公民館新築工事請負契約の締結について

陳情第10号 後期高齢者医療の窓口負担の見直しにあたり、１割負担の継続を求める意見書の提出について

陳情第11号
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための2020年度政府予算に係る意
見書採択の要請について

発議第３号 「後期高齢者医療の窓口負担の見直しにあたり、１割負担の継続を求める」意見書（案）

発議第４号 教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書（案）

●賛否が分かれたもの

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

議案番号 議案名

西

川

照

雄

岡

崎

裕

生

古

川

英

明

宮

本

英

基

小

河

俊

文

岩

田

秀

之

坂

東

義

生

山

本

昌

次

杉
　
本
　
美
智
子

難

波

孝

一

小

郷

昌

一

林
　
　

光

和

塩

飽

満

路

橋

本

亨

子

仲

田

康

豊

榎
　
　
　
日
出
男

石

田
　
　

實

予算第22号
令和元年度新見市一般
会計補正予算（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

※「○」は賛成、「×」は反対。議長は表決に加わりません。
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ま
で
に
提
案
書
の
提
出
を
し
て
も
ら
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

委
員
問 

固
定
資
産
税
の
一
括
納
付
に
関

し
て
、
平
成
26
年
度
か
ら
前
納
が
廃
止
さ

れ
て
い
る
が
、
対
応
は
ど
う
か
。

答
弁 

口
座
振
替
制
度
の
利
用
を
促
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

委
員
問 

第
３
次
新
見
市
総
合
振
興
計
画

の
策
定
は
ど
の
部
署
で
検
討
し
て
い
る
の

か
。

答
弁 

庁
内
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

で
行
っ
て
い
ま
す
。

調
査
事
件
に
つ
い
て

委
員
問 
避
難
に
関
す
る
表
現
が
、
変
更

に
な
っ
た
が
、
避
難
指
示
は
、
全
市
に
対

し
て
な
さ
れ
る
の
か
。
一
部
に
限
定
し
た

指
示
も
あ
る
の
か
。

答
弁 

大
字
単
位
で
発
令
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
。

委
員
問 

避
難
所
に
な
っ
て
い
る
体
育
館

で
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
す
る
予
定
は
あ
る
の

か
。

答
弁 

備
蓄
品
の
配
布
を
し
て
い
る
な

　

総
務
消
防
常
任
委
員
会
は
、
６
月
27
日

に
開
催
し
、
６
月
議
会
に
上
程
さ
れ
付
託

さ
れ
た
３
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
執
行
部
か
ら
の
報
告
事
項
と
委
員
か

ら
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。

付
託
事
件
の
審
査

　

各
議
案
に
つ
い
て
、
執
行
部
の
説
明
を

聴
取
し
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
条
例

１
件
及
び
議
案
２
件
つ
い
て
は
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、「
議
案
第
10
号
不
動
産
（
土
地

及
び
建
物
）
の
取
得
に
つ
い
て
」
は
次
の

意
見
書
を
付
け
ま
し
た
。「
本
件
は
新
見

駅
西
エ
リ
ア
整
備
事
業
に
関
す
る
重
要
な

案
件
で
す
。
こ
の
事
業
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
議
会
に
十
分
な
説
明
を
行
い
慎
重
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
経
過
及
び
結
果
に

つ
い
て
、
逐
次
、
報
告
を
す
る
よ
う
求
め

る
」報

告
事
項
に
つ
い
て

委
員
問 

新
見
駅
西
エ
リ
ア
整
備
事
業
の

応
募
状
況
は
。

答
弁 

２
社
の
応
募
が
あ
り
、
８
月
29
日

か
で
、
検
討
し
て
い
く
。

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
は
６
月
28
日
に

開
催
し
、
６
月
議
会
に
上
程
さ
れ
付
託
さ

れ
た
６
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

執
行
部
か
ら
の
報
告
事
項
と
委
員
か
ら
の

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。

付
託
事
件
の
審
査

条
例
第
20
号　

新
見
市
福
祉
ほ
ほ
え
み
基

金
条
例

　

基
金
の
使
い
道
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明

を
求
め
ま
し
た
。

陳
情
第
10
号　

後
期
高
齢
者
医
療
の
窓
口

負
担
の
見
直
し
に
あ
た
り
、
１
割
負
担
の

継
続
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
「
医
療
費
の
窓
口
負
担
が
高
く
な
れ
ば

高
齢
者
の
生
活
を
圧
迫
す
る
」
と
し
て
採

択
９
人
、
趣
旨
採
択
２
人
で
採
択
す
る
こ

と
に
な
り
意
見
書
を
発
議
し
ま
し
た
。

報
告
事
項
に
つ
い
て

●
千
屋
公
民
館
の
建
設
主
体
工
事
及
び
電

気
設
備
工
事
事
業
者
が
決
ま
り
、
安
全
祈

願
祭
を
７
月
22
日
に
実
施
し
ま
す
。

●
医
療
・
介
護
れ
ん
ら
く
帳
を
作
成
し
、

必
要
な
人
へ
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
７
月
か
ら
市
の
ご
み
袋
が
新
し
く
な
り

ま
す
。
透
明
色
付
き
で
持
ち
手
と
マ
チ
が

付
き
45
リ
ッ
ト
ル
30
リ
ッ
ト
ル
15
リ
ッ
ト

ル
の
３
種
類
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
の
デ

ザ
イ
ン
の
ご
み
袋
は
在
庫
が
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
の
ご
み
袋
も
使
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
看
護
学
生
奨
学
支
援
金
は
今
年
度
新
た

に
３
人
に
給
付
、
介
護
学
生
奨
学
支
援
金

は
２
人
申
し
込
み
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、

奨
学
金
給
付
制
度
を
受
け
た
看
護
師
は

13
人
、
介
護
士
は
２
人
が
市
内
で
就
職
し

総務消防
常任委員会 

新
見
駅
西
エ
リ
ア
整
備 

事
業
に
意
見
書

文教福祉
常任委員会

陳
情
２
件
を
採
択

認知症あんしんカードも入った医療・介護れんらく帳

警戒レベル❹で
全員避難

警戒
レベル

❶

警戒
レベル

❷

警戒
レベル

❸

警戒
レベル

❹

全
員
避
難

全
員
避
難

高
齢
者
等
は

避
難
高
齢
者
等
は

避
難

安
全
な
場
所
へ

避
難

避
難
に
時
間
を

要
す
る
人
は
避
難

避
難
行
動
の
確
認

心
構
え
を
高
め
る

水害・土砂災害の防災情報
の伝え方が変わります
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て
い
ま
す
。

●
新
見
中
央
図
書
館
は
移
動
図
書
館
車
を

一
般
市
民
も
利
用
で
き
る
よ
う
検
討
中
で

す
。調

査
事
件
に
つ
い
て

委
員
問 

ク
ア
オ
ル
ト
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
は
広
が
っ
て
き
て
い
る
か
。

答
弁 

平
成
30
年
度
の
参
加
者
は
の
べ

５
２
２
人
、
そ
の
う
ち
市
外
の
人
は
78
人
。

新
規
に
始
め
る
人
も
い
る
の
で
、
広
が
っ

て
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

委
員
問 

８
０
５
０
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
不
登
校
対
策
と
同
時
に
引
き
こ
も
り

を
防
ぐ
取
り
組
み
を
。

答
弁 

検
討
す
る
。

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、
７
月
１
日

に
開
催
し
、
６
月
議
会
に
上
程
さ
れ
付
託

さ
れ
た
１
議
案
と
陳
情
１
件
を
審
査
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
執
行
部
か
ら
の
報
告
事

項
と
委
員
か
ら
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

付
託
事
件
の
審
査

　

最
初
に
陳
情
１
件
の
提
出
者
か
ら
趣
旨

明
、
国
道
１
８
０
号
落
石
に
よ
る
通
行
止
、

上
水
道
の
経
営
統
合
の
件
、
下
水
道
の
公

営
企
業
会
計
の
件
で
担
当
課
に
よ
る
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
問 

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
成
果
は
。

答
弁 

遊
休
農
地
等
は
減
少
傾
向
。

委
員
問 

井
倉
洞
の
復
旧
協
議
は
住
民
も

含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁 

ま
ず
洞
前
事
業
者
か
ら
順
番
に

説
明
し
て
い
く
。

調
査
事
件
に
つ
い
て

委
員
問 

西
エ
リ
ア
開
発
の
計
画
は
。

答
弁 

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

見
直
し
中
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
各
課
と

連
携
を
図
り
研
究
し
て
い
く
。
西
エ
リ
ア

に
限
ら
ず
色
々
な
方
面
で
考
え
て
い
く
。

委
員
問 

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
今
ま
で
の

耕
作
放
棄
地
解
消
実
績
は
。
残
土
捨
て
場

と
し
て
利
用
で
き
な
い
か
。

答
弁 

具
体
的
な
数
値
は
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
い
。
残
土
捨
て
場
は
、
農
業
委
員

会
と
し
て
は
、
農
地
の
利
用
を
し
て
も
ら

う
こ
と
が
前
提
な
の
で
推
進
は
で
き
な
い
。

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
は
７
月
２
日
に

説
明
を
受
け
審
査
し
、「
種
子
法
廃
止
に

伴
い
岡
山
県
の
取
り
組
み
が
後
退
し
な
い

よ
う
に
岡
山
県
条
例
の
制
定
を
求
め
る
陳

情
書
」
は
条
例
と
し
て
採
択
と
の
意
見
も

あ
り
ま
し
た
が
、「
も
う
少
し
調
査
研
究

が
必
要
で
あ
る
」
と
し
３
対
７
で
継
続
審

査
と
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
９
号
「
市
道
路
線
の
変
更
に
つ

い
て
」
は
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
敷
地
内
道
路
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
西
エ
リ
ア
整

備
事
業
に
よ
り
市
が
道
路
部
分
も
含
め
て

用
地
を
取
得
し
、
整
備
す
る
計
画
で
あ
る

こ
と
か
ら
市
道
と
し
て
適
切
に
管
理
す
る

も
の
で
す
。

　

午
前
９
時
よ
り
現
地
確
認
し
慎
重
に
審

査
し
た
結
果
可
決
し
ま
し
た
。

報
告
事
項
に
つ
い
て

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
７
月
12
日
㈮
よ
り

実
施
、
新
見
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
は
８
月
10

日
㈯
開
催
、
井
倉
洞
復
興
イ
メ
ー
ジ
の
説

開
催
し
、
６
月
議
会
に
上
程
さ
れ
付
託
さ

れ
た
予
算
案
５
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

予
算
第
22
号　

新
見
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
で
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
事
業
負
担
金
２
億
円
ほ
か
、
５
億

１
１
２
０
万
５
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

２
５
８
億
４
７
１
６
万
９
千
円
に
。

予
算
第
23
号　

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
で
は
、
シ
ス
テ
ム
改
修

委
託
料
３
３
１
万
８
千
円
ほ
か
、
３
４
８

万
１
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
46
億
１
９

０
５
万
１
千
円
に
。

予
算
第
24
号　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
で
は
、
簡
易
水
道

建
設
改
良
工
事
費
に
１
２
７
０
万
円
を
追

加
し
、
総
額
を
12
億
２
５
０
９
万
８
千
円

に
。

予
算
第
25
号　

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
で
は
、
汚
水
幹
線
等

工
事
費
に
１
８
０
０
万
円
を
追
加
し
、
総

額
を
17
億
８
３
０
１
万
６
千
円
に
。

予
算
第
26
号　

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
で
は
、
建
設
改
良
費
に
１
億

円
を
追
加
し
、
総
額
を
３
億
２
８
０
９
万

７
千
円
に
。

　

各
５
件
に
対
し
執
行
部
の
説
明
を
聴
取

し
、
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

予算決算
常任委員会

一
般
会
計
・
特
別
会
計 

補
正
予
算

産業建設
常任委員会

新
見
駅
西
エ
リ
ア

現
地
確
認

新見駅西エリアの現地確認
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脱
炭
素
社
会
の
構
築
で
、

地
域
活
性
化
を

問　

こ
れ
ま
で
の
施
策
の
成
果
と
、課
題
・

現
状
は
。

答　

第
２
次
総
合
振
興
計
画
及
び
平
成
30

年
３
月
策
定
の
新
見
市
環
境
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
や
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
進
め
る
と
と
も

に
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
源
と
な
る
森
林
資

源
な
ど
地
球
温
暖
化
防
止
が
図
ら
れ
る
低

炭
素
社
会
構
築
に
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た

も
の
と
考
え
る
が
引
き
続
き
進
め
る
。

問　

第
２
次
新
見
市
総
合
振
興
計
画
の
見

直
し
で
基
本
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
は
。

答　

パ
リ
協
定
に
基
づ
く
国
の
成
長
戦
略

と
し
て
、
脱
炭
素
社
会
実
現
の
た
め
の
長

期
戦
略
が
組
ま
れ
て
お
り
、
新
た
な
振
興

計
画
策
定
の
な
か
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

脱
炭
素
社
会
の
構
築
に
対
す
る
助
成

策
を
。（
西
粟
倉
村
で
は
17
種
類
の
設
置

新
見
市
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興

基
本
条
例
の
取
組
み
状
況
に
つ
い
て

問　

12
条
の
産
業
振
興
会
議
の
性
格
は
市

の
政
策
に
関
す
る
提
言
機
関
な
ど
の
シ
ン

ク
タ
ン
ク
と
捉
え
て
よ
い
の
か
。
ま
た
、

そ
の
成
果
は
。

答　

産
業
振
興
会
議
は
、
市
が
現
在
行
っ

て
い
る
各
施
策
に
対
し
て
広
く
意
見
を
聴

き
、
施
策
の
内
容
を
検
証
す
る
こ
と
を
役

割
と
し
て
い
る
。
検
証
の
成
果
と
し
て
は
、

Ⅰ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
に
対
す
る
助
成
金
の
年
齢

制
限
を
撤
廃
す
る
こ
と
に
つ
い
て
意
見
を

た
ま
わ
り
、
撤
廃
し
て
い
る
。

問　

条
例
で
は
、
各
施
策
の
実
施
状
況
や

検
証
内
容
な
ど
の
報
告
が
制
度
化
さ
れ
て

い
な
い
が
、
住
民
に
対
し
、
説
明
や
報
告

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

条
文
に
は
な
い
が
、
市
民
に
わ
か
り

や
す
く
報
告
す
る
こ
と
は
当
然
と
考
え
て

い
る
。

地
域
林
産
材
の
有
効
利
用
と
販
路
拡
大

に
つ
い
て

問　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
チ
ッ
プ
の
買
取

補
助
金
を
組
ん
で
い
る
。）

答　

新
し
い
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
、
検

討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

農
業
の
現
況
は

問　

昨
年
の
災
害
に
よ
る
不
作
付
け
地
の

面
積
と
対
策
は
。

答　

被
災
面
積
は
18
・
83 

ha
で
あ
り
、
井

堰
の
被
害
に
よ
る
不
作
付
け
地
は
把
握
し

て
い
な
い
。
対
策
は
井
堰
や
水
路
は
優
先

的
に
復
旧
工
事
を
す
る
。

問　

５
月
の
霜
害
に
よ
る
被
害
予
測
と
対

応
は
。

答　

ブ
ド
ウ
の
被
害
等
約
９
ha
で
新
芽
が

枯
死
す
る
な
ど
し
た
が
、
栽
培
講
習
会
や

枝
管
理
を
実
施
し
て
い
る
。

問　

今
年
度
か
ら
共
済
制
度
が
見
直
さ
れ

た
が
、
分
か
り
易
い
説
明
を
。

答　

水
稲
で
は
25
ａ
以
上
で
当
然
加
入
が

今
年
か
ら
任
意
加
入
と
な
り
、
支
払
い
実

績
に
よ
る
掛
金
算
定
方
式
に
よ
り
安
く
な

っ
た
が
、
無
事
戻
し
金
は
廃
止
さ
れ
た
。

ま
た
新
た
に
収
入
保
険
制
度
が
始
ま
り
青

色
申
告
を
さ
れ
て
い
る
方
の
、
収
入
の
減

少
分
の
一
部
を
補
償
す
る
保
険
が
あ
る
。

り
価
格
に
つ
い
て
は
ど
の
機
関
で
検
討
し

て
い
る
の
か
。
い
つ
ご
ろ
に
は
見
通
し
が

つ
く
の
か
。

答　

チ
ッ
プ
の
買
取
り
価
格
に
つ
い
て
は
、

新
見
市
循
環
型
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
推

進
協
議
会
で
検
討
し
て
お
り
、
９
月
頃
に

は
、
結
論
が
つ
く
見
通
し
と
考
え
る
。

問　

新
見
林
産
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
Ｊ
Ａ

Ｓ
（
日
本
農
林
規
格
）
の
認
定
を
受
け
る

考
え
は
。
輸
出
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、

市
庁
内
に
輸
出
推
進
室
を
設
置
す
る
考
え

は
。

答　

市
内
の
製
材
業
者
の
意
向
も
踏
ま
え
、

認
定
の
推
奨
に
努
め
た
い
。
推
進
室
に
つ

い
て
は
、
考
え
て
い
な
い
。

鳥
取
方
式
に
よ
る
芝
生
化
を
保
育
所
、

こ
ど
も
園
に
活
用
し
て
は

答　

芝
生
の
も
つ
有
用
性
は
、
十
分
理
解

し
て
い
る
が
、
費
用
や
管
理
が
大
変
で
あ

る
。
保
護
者
や
地
元
の
方
々
の
協
力
が
得

ら
れ
れ
ば
、
取
組
ん
で
み
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。

6月
定例会

※
質
問
し
た
議
員
が
原

稿
の
執
筆
と
校
正
を

行
っ
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

小
こごう

郷 昌
まさかず

一
議員

西
にしかわ

川 照
てるお

雄
議員

にいみ市議会だより　第６号 8



持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）

に
つ
い
て

問　

政
府
の
示
す
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

答　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
は
、
重
要
度
が

増
す
と
想
定
し
て
い
る
。
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

検
討
し
て
く
。

問　

森
林
材
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
可
能
性
に
つ
い
て
は
。

答　

間
伐
時
の
林
地
残
材
を
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
・
ボ
イ
ラ
ー
等
で
持
続
可
能
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
し
、
森
林
整
備
の
促

進
を
図
る
。

問　

農
地
中
間
管
理
機
構
に
よ
る
農
地
の

集
積
化
の
現
状
は
。

答　

集
積
面
積
１
２
８
・
２
ha
集
積
率

２
・
９
％
で
あ
る
。

問　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
・
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
の
現
状
は
。

答　

平
成
30
年
度
実
績
は
、
中
山
間
事
業

に
関
わ
る
集
落
数
１
１
７
協
定
で
、
多
面

的
事
業
に
関
わ
る
集
落
数
33
協
定
で
あ
る
。

問　

ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て
の
方
向
性

は
。

子
育
て
支
援
拡
充
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

問　

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
が
10
月

か
ら
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。
本
市
が
実

施
し
て
い
る
支
援
策
の
更
な
る
拡
充
を
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
が
実
施
し
て
い
る

保
育
料
減
免
等
へ
の
影
響
は
な
い
か
。
国

の
制
度
と
し
て
無
償
化
を
実
施
す
る
と
い

う
の
で
あ
れ
ば
、
給
食
費
も
含
め
保
護
者

負
担
が
な
く
な
る
よ
う
取
り
組
み
を
求
め

る
。

答　

子
育
て
支
援
と
し
て
十
分
取
り
組
ん

で
い
く
考
え
で
、
国
は
副
食
費
を
切
り
分

け
て
徴
収
す
る
よ
う
に
と
言
っ
て
い
る
が
、

今
後
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

日
本
の
食
を
守
り
育
て
る
た
め
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

問　

昨
年
４
月
に
主
要
農
作
物
種
子
法
が

廃
止
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
は
県
に
米
・
麦
・

大
豆
の
種
子
の
生
産
と
復
旧
を
義
務
付
け
、

公
的
機
関
中
心
に
種
子
開
発
が
行
わ
れ
て

き
た
が
、
民
間
の
参
入
を
促
す
狙
い
で
の

種
子
法
の
廃
止
で
あ
り
、
行
政
の
取
り
組

答　

農
業
団
体
等
と
相
談
し
な
が
ら
、
本

市
の
農
業
に
有
効
で
あ
れ
ば
取
り
組
ん
で

い
く
。

問　

第
３
次
新
見
市
総
合
振
興
計
画
に
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ

れ
る
の
か
。

答　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
反
映
し
て
計
画

を
策
定
す
る
。
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
優

先
項
目
に
つ
い
て
検
討
し
、
実
効
性
の
あ

る
計
画
に
し
て
い
く
。

高
齢
者
を
取
り
巻
く
問
題
に
つ
い
て

問　

交
通
事
故
防
止
対
策
と
し
て
、
踏
み

間
違
い
防
止
装
置
購
入
助
成
は
。

答　

管
内
事
故
の
原
因
の
状
況
を
踏
ま
え
、

調
査
検
討
す
る
。

問　

庄
原
市
東
城
町
へ
の
市
営
バ
ス
路
線

延
伸
は
。

答　

Ｊ
Ｒ
と
の
重
複
を
避
け
る
た
め
廃
止

し
た
。
新
見
市
版
地
域
共
生
社
会
構
築
に

向
け
、
地
域
で
も
生
活
交
通
に
つ
い
て
支

援
す
る
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

認
知
症
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

向
け
た
取
り
組
み
は
。

答　

全
国
に
先
駆
け
、
認
知
症
初
期
支
援

チ
ー
ム
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、

専
門
医
療
機
関
受
診
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

問　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
の
現
状
は
。

答　

平
成
19
年
度
か
ら
４
７
８
６
人
・
人

口
比
16
％
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
を
行
っ
て

き
て
い
る
。

み
の
後
退
や
、
将
来
的
な
種
子
の
高
騰
、

外
資
系
企
業
の
独
占
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
コ
メ
の
低
価
格
や
後
継
者
不
足
な

ど
農
家
に
と
っ
て
は
、
今
後
の
生
産
へ
の

不
安
は
大
き
い
状
況
に
あ
る
が
、
県
へ
の

条
例
の
制
定
を
要
請
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

本
市
へ
の
影
響
は
な
い
と
考
え
る
。

法
が
廃
止
さ
れ
て
す
ぐ
に
外
資
が
入
っ
て

く
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
県
は
要
綱
を

定
め
て
い
る
の
で
、
現
段
階
で
は
県
に
要

請
す
る
考
え
は
な
い
。

新
見
駅
の
利
用
改
善
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て

問　

新
見
〜
岡
山
を
通
常
運
賃
よ
り
１
０

０
０
円
安
い
料
金
で
利
用
で
き
る
「
く
ま

な
く
お
出
か
け
パ
ス
」
が
４
月
か
ら
新
見

駅
で
の
販
売
を
や
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

予
約
か
、
み
ど
り
の
券
売
機
の
販
売
に
変

更
さ
れ
た
。
高
齢
者
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
利
用
が
難
し
い
人
に
は
大
変
不
便
で
、

改
善
を
求
め
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
元
の
販
売
方
法
に
戻
す
か
券
売
機
の

設
置
を
す
る
よ
う
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
対
し
て

大
至
急
要
請
さ
れ
た
い
。

答　

５
月
13
日
に
岡
山
支
社
の
副
支
社
長

が
来
新
さ
れ
た
時
、
直
接
要
望
し
た
。

岡
おかざき

崎 裕
ひろお

生
議員

橋
はしもと

本 亨
きょうこ

子
議員
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新
規
就
農
者
の
定
住
対
策
に
つ
い
て

問　

学
校
跡
地
な
ど
に
新
規
就
農
者
の
住

宅
を
建
設
し
、
一
定
期
間
賃
貸
し
た
の
ち

住
人
の
も
の
に
な
る
よ
う
に
住
宅
対
策
の

拡
充
は
で
き
な
い
か
。

答　

新
築
・
購
入
に
は
、
国
が
融
資
す
る

大
臣
特
任
資
金
と
新
見
市
の
補
助
金
を
活

用
し
て
ほ
し
い
。

問　

作
業
場
整
備
に
つ
い
て
の
支
援
は
。

答　

農
業
近
代
化
資
金
ま
た
は
農
業
経
営

基
盤
強
化
資
金
（
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
）
等

を
使
っ
て
ほ
し
い
。

問　

各
地
区
ご
と
に
移
住
支
援
団
体
が
あ

る
と
良
い
の
で
は
な
い
か
。

答　

空
き
家
の
有
効
活
用
や
移
住
定
住
支

援
も
地
域
運
営
組
織
の
課
題
の
一
つ
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

公
立
保
育
所
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園

の
暑
さ
対
策
に
つ
い
て

問　

園
庭
に

日
よ
け
ネ
ッ

ト
が
設
置
で

き
な
い
か
。

答　

外
遊
び

の
時
間
調
整
、

昨
年
の
豪
雨
災
害
に
つ
い
て

問　

災
害
検
証
を
踏
ま
え
た
対
策
は
。

答　

主
要
な
避
難
所
と
な
る
市
民
セ
ン
タ

ー
等
の
機
能
強
化
を
図
る
た
め
、
無
線
ア

ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
整
備
し
、
備
蓄
倉
庫

の
設
置
、
備
蓄
品
の
配
付
を
行
っ
た
。
避

難
所
の
開
設
に
特
化
し
た
職
員
の
机
上
訓

練
を
実
施
し
、
６
月
か
ら
下
水
道
課
や
各

支
局
で
土
と
土
嚢
袋
を
提
供
し
て
い
る
。

ま
た
、
㈱
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
と
災
害
時
の

物
資
調
達
の
協
定
を
社
会
福
祉
協
議
会
と

相
互
支
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、
災

害
に
備
え
る
対
策
を
行
っ
た
。
10
月
に
は
、

自
主
防
災
組
織
と
連
携
し
た
避
難
所
の
開

設
運
営
を
想
定
し
た
総
合
防
災
訓
練
を
予

定
し
て
い
る
。

井
倉
洞
周
辺
の
復
興
計
画
に
つ
い
て

問　

井
倉
洞
周
辺
の
復
旧
、
復
興
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

本
市
を
代
表
す
る
観
光
地
で
あ
る
井

倉
洞
周
辺
の
復
興
に
つ
い
て
、
井
倉
洞
前

事
業
者
や
地
域
と
復
興
方
策
を
十
分
協
議

を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
は
関

エ
ア
コ
ン
の
使
用
、
砂
場
や
プ
ー
ル
の
上

だ
け
に
日
よ
け
を
設
置
し
暑
さ
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

多
様
な
性
を
認
め
合
う
社
会
の
実
現
に

つ
い
て

問　

同
性
愛
者
や
体
の
性
と
心
の
性
が
違

う
人
は
８
・
９
％
い
る
と
い
う
。
性
的
少

数
者
の
相
談
体
制
は
。

答　

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
で
受
け
付
け

て
い
る
。
人
権
擁
護
委
員
も
研
修
を
受
け

て
お
り
対
応
で
き
る
。

問　

教
育
現
場
で
の
現
状
は
。

答　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
で
一
人
一
人

に
応
じ
た
支
援
を
し
て
い
る
。
人
権
教
育

の
中
で
性
的
少
数
者
も
差
別
し
な
い
よ
う

指
導
し
て
い
る
。

問　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
認
証
制
度
の
創

設
と
多
様
な
性
を
認
め
合
う
社
会
を
実
現

す
る
条
例
を
制
定
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答　

ま
ず
は
意
識
の
醸
成
か
ら
取
り
組
み

た
い
。
調
査
研
究
し
た
い
。

係
機
関
と
も
復
興
方
策
に
つ
い
て
十
分
協

議
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

千
屋
牛
の
増
頭
に
つ
い
て

問　

飼
育
者
へ
の
支
援
策
は
。

答　

増
頭
に
対
す
る
支
援
や
畜
舎
に
対
す

る
助
成
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
30
年
度
か

ら
畜
産
機
械
の
導
入
に
対
す
る
補
助
制
度

を
大
幅
に
拡
充
し
て
い
る
。
大
型
機
械
等

の
導
入
を
す
る
場
合
は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
事

業
と
い
う
補
助
事
業
が
あ
る
の
で
、
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

井
倉
駅
の
整
備
に
つ
い
て

問　

駐
車
場
の
１
日
単
位
の
利
用
及
び
ト

イ
レ
の
改
修
は
で
き
な
い
か
。

答　

引
き
続
き
改
善
に
向
け
Ｊ
Ｒ
西
日
本

に
要
望
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
駅
舎
施

設
の
移
譲
に
つ
い
て
は
、
利
用
状
況
や
維

持
管
理
面
等
か
ら
総
合
的
に
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

井
倉
橋
の
架
設
に
つ
い
て

問　

進
捗
状
況
及
び
完
成
予
定
は
。

答　

現
在
橋
梁
上
部
工
を
施
工
し
て
い
る
。

今
年
度
橋
梁
と
の
取
り
付
け
道
路
改
築
工

事
の
発
注
を
予
定
し
て
お
り
、
令
和
２
年

３
月
末
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

山
やまもと

本 昌
しょうじ

次
議員

杉
すぎもと

本 美
みちこ

智子
議員

新見公民館３階にある男女共同参画
プラザは毎週水・木・金開設

砂場に日よけがある認定こども園
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新
総
合
振
興
計
画
に
つ
い
て

問　

第
２
次
総
合
振
興
計
画
の
後
期
実
施

計
画
策
定
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
年
度

に
、
な
ぜ
新
し
い
総
合
振
興
計
画
を
策
定

す
る
の
か
、
そ
の
理
由
と
策
定
の
方
針
は
。

答　

総
合
振
興
計
画
の
前
期
実
施
計
画
と

創
生
総
合
戦
略
の
最
終
年
度
に
な
っ
て
い

る
が
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て

い
な
い
。
ま
た
、
現
計
画
策
定
時
に
は
な

か
っ
た
持
続
可
能
な
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構

築
や
、
頻
発
す
る
災
害
や
老
朽
化
す
る
社

会
基
盤
へ
の
対
応
、
新
見
市
版
地
域
共
生

社
会
の
構
築
と
い
っ
た
行
政
需
要
も
新
た

に
生
れ
て
い
る
と
の
判
断
か
ら
、
実
効
性

の
高
い
新
た
な
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と

し
た
。

問　

市
長
は
、
新
総
合
振
興
計
画
で
本
市

の
将
来
都
市
像
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

答　
「
人
と
地
域
が
輝
き
未
来
へ
つ
な
が

る
源
流
共
生
都
市
・
に
い
み
」
を
掲
げ
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
「
産
業
が
育
ち
、
地

域
の
経
済
が
躍
動
す
る
産
業
成
長
都
市
の

実
現
」「
若
者
が
夢
と
誇
り
を
持
ち
、
未

来
を
描
く
希
望
創
造
都
市
の
実
現
」「
誰

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

問　

風
疹
・
は
し
か
抗
体
検
査
・
予
防
接

種
が
妊
婦
の
同
居
者
全
員
ま
で
無
料
に
出

来
な
い
の
か
。

答　

す
で
に
助
成

を
行
っ
て
い
る
の

で
、
現
時
点
で
は

無
料
に
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。

防
災
・
減
災
に
つ
い
て

問　

若
い
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
た
め

に
大
学
生
・
高
校
生
な
ど
防
災
士
資
格
取

得
に
向
け
た
取
り
組
み
は
し
な
い
の
か
。

答　

防
災
士
の
資
格
取
得
や
研
修
会
等
の

情
報
提
供
を
今
後
、
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

問　

備
蓄
品
の
女
性
用
品
、
乳
児
用
品
の

中
で
、
災
害
備
蓄
に
液
体
ミ
ル
ク
な
ど
は

考
え
て
い
な
い
の
か
。

答　

今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

林
業
振
興
に
つ
い
て

問　

本
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
新
た
な

森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
に
よ
り
、

期
待
さ
れ
る
効
果
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

係
機
関
と
も
復
興
方
策
に
つ
い
て
十
分
協

議
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

千
屋
牛
の
増
頭
に
つ
い
て

問　

飼
育
者
へ
の
支
援
策
は
。

答　

増
頭
に
対
す
る
支
援
や
畜
舎
に
対
す

る
助
成
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
30
年
度
か

ら
畜
産
機
械
の
導
入
に
対
す
る
補
助
制
度

を
大
幅
に
拡
充
し
て
い
る
。
大
型
機
械
等

の
導
入
を
す
る
場
合
は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
事

業
と
い
う
補
助
事
業
が
あ
る
の
で
、
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

井
倉
駅
の
整
備
に
つ
い
て

問　

駐
車
場
の
１
日
単
位
の
利
用
及
び
ト

イ
レ
の
改
修
は
で
き
な
い
か
。

答　

引
き
続
き
改
善
に
向
け
Ｊ
Ｒ
西
日
本

に
要
望
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
駅
舎
施

設
の
移
譲
に
つ
い
て
は
、
利
用
状
況
や
維

持
管
理
面
等
か
ら
総
合
的
に
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

井
倉
橋
の
架
設
に
つ
い
て

問　

進
捗
状
況
及
び
完
成
予
定
は
。

答　

現
在
橋
梁
上
部
工
を
施
工
し
て
い
る
。

今
年
度
橋
梁
と
の
取
り
付
け
道
路
改
築
工

事
の
発
注
を
予
定
し
て
お
り
、
令
和
２
年

３
月
末
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

も
が
安
心
と
生
き
が
い
を
共
有
で
き
る

健
康
共
生
都
市
の
実
現
」「
森
林
（
も
り
）

と
源
流
、
カ
ル
ス
ト
台
地
が
息
づ
く
自
然

共
存
都
市
の
実
現
」
の
４
つ
の
基
本
目
標

を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

計
画
は
何
年
と
す
る
の
か
。
ま
た
、

今
後
の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

10
年
間
の
計
画
で
、
庁
内
に
計
画
策

定
委
員
会
と
３
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
を
立
ち
上
げ
て
作
業
を
進
め
て
い
る
。

今
後
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま

え
て
素
案
を
ま
と
め
、
ま
ち
づ
く
り
審
議

会
へ
の
諮
問
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な

ど
を
経
て
来
年
３
月
の
定
例
市
議
会
へ
提

案
す
る
。

若
者
が
活
き
活
き
と
活
動
す
る
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
に

問　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、

若
者
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
も
の
が
あ

る
。
若
者
総
合
政
策
に
つ
い
て
ど
う
考
え

る
か
。

答　

若
者
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
と
な
っ

て
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
地

域
に
活
力
が
生
ま
れ
る
。
協
働
の
一
環
と

し
て
新
た
な
総
合
振
興
計
画
策
定
の
中
で
、

若
い
世
代
の
社
会
参
画
が
一
層
進
む
よ
う

に
施
策
等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答　

森
林
所
有
者
と
林
業
経
営
者
を
つ
な

ぐ
こ
と
で
、
経
営
や
管
理
が
行
わ
れ
て
い

な
い
森
林
の
適
切
な
管
理
が
推
進
さ
れ
、

地
域
林
業
の
活
性
化
や
健
全
な
森
林
の
造

成
に
よ
る
災
害
防
止
機
能
の
増
進
も
期
待

さ
れ
る
。

問　
「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の

導
入
に
向
け
た
仲
介
役
の
市
の
取
り
組
み

と
し
て
、
所
有
者
不
明
の
森
林
整
備
は
ど

の
よ
う
に
実
施
さ
れ
る
の
か
。

答　
「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」
で

は
、
一
定
の
手
続
き
を
経
れ
ば
所
有
者
不

明
森
林
等
に
経
営
管
理
権
を
設
定
す
る
こ

と
が
出
来
る
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
実
施

し
て
い
く
。

問　

林
業
成
長
産
業
化
に
向
け
森
林
管
理

に
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
は
考
え
て
い
な
い
の

か
。

答　

森
林
整
備
の
促
進
を
図
る
た
め
に
、

ド
ロ
ー
ン
が
有
効
に
活
用
で
き
る
か
研
究

し
て
い
く
。

岩
いわた

田 秀
ひでゆき

之
議員

坂
ばんどう

東 義
よしお

生
議員

ドローンの新たな活用
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（単位：円）

議員名 交付額 報告額 自己負担額 返還額 議員名 交付額 報告額 自己負担額 返還額

西川　照雄 360,000 333,923 0 26,077 難波　孝一 360,000 258,878 0 101,122

岡崎　裕生 360,000 445,152 85,152 0 小郷　昌一 360,000 450,350 90,350 0

古川　英明 360,000 221,946 0 138,054 林　　光和 360,000 304,757 0 55,243

宮本　英基 360,000 367,366 7,366 0 塩飽　満路 360,000 430,838 70,838 0

小河　俊文 360,000 372,469 12,469 0 橋本　亨子 360,000 279,615 0 80,385

岩田　秀之 360,000 278,750 0 81,250 仲田　康豊 360,000 184,021 0 175,979

坂東　義生 360,000 375,964 15,964 0 榎　日出男 360,000 268,717 0 91,283

山本　昌次 360,000 288,485 0 71,515 石田　　實 360,000 141,316 0 218,684

杉本美智子 360,000 329,662 0 30,338 藤澤　正則 360,000 403,408 43,408 0

※収支報告書、会計帳簿は市ホームページでご覧いただけます

　政務活動費は、新見市議会議員の調査研究活動に要する経費の一部として、新見市議会政務
活動費の交付に関する条例に基づき交付されるものです。その管理は、議員個人で行うことと
され、毎年、収支報告が義務付けられています。

地
域
審
議
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

問　

テ
ー
マ
設
定
ま
で
の
経
緯
や
調
査
研

究
は
ど
の
よ
う
に
。

答　

委
員
か
ら
出
さ
れ
た
テ
ー
マ
を
も
と

に
協
議
し
、
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い
る
。

部
会
で
の
審
議
経
過
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
現
地
視
察
や
先
進
地
視
察
を

実
施
し
、
事
務
局
か
ら
も
情
報
提
供
に
努

め
て
い
る
。

問　

協
働
と
い
う
視
点
は
十
分
か
、
ま
た

誰
が
主
体
で
事
業
を
推
進
す
る
の
か
。

答　

協
働
（
つ
な
ぐ
）
と
い
う
点
に
つ
い

て
は
、
市
と
し
て
は
審
議
経
過
に
配
慮
し

な
が
ら
資
料
提
供
に
努
め
る
な
ど
、
審
議

が
深
ま
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
提
言
内
容

に
よ
り
、
各
担
当
部
署
で
検
討
し
、
最
も

ふ
さ
わ
し
い
部
署
で
事
業
化
を
図
っ
て
い

る
。防

災
対
策
に
つ
い
て　

問　

指
定
避
難
所
で
の
情
報
提
供
に
テ
レ

ビ
を
設
置
で
き
な
い
か
。  

答　

平
時
は
受
信
料
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

利
用
料
が
発
生
し
、
ま
た
停
電
時
に
利
用

で
き
な
い
こ
と
か
ら
今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
。　

問　

市
が
実
施
す
る
総
合
防
災
訓
練
の
目

的
や
実
施
時
期
、
訓
練
内
容
は
。　

答　

10
月
20
日
を
予
定
。
大
雨
を
想
定
し
、

自
主
防
災
組
織
に
よ
る
避
難
誘
導
、
避
難

所
開
設
、
運
営
を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施
。

イ
ベ
ン
ト
的
な
訓
練
で
な
く
災
害
に
即
応

し
た
訓
練
と
し
た
い
。　

第
３
次
新
見
市
総
合
振
興
計
画
策
定
に

つ
い
て

問　

前
期
実
施
計
画
の
成
果
と
課
題
は
。

答　

数
値
目
標
を
設
定
し
た
も
の
は
、
毎

年
度
達
成
状
況
を
検
証
し
て
い
る
。
達
成

で
き
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
の
で
、
実
効

性
の
あ
る
取
組
が
必
要
と
考
え
る
。　

問　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
適
切
で

あ
っ
た
か
。
ま
た
結
果
か
ら
読
み
取
れ
る

こ
と
は
。　

答　

事
業
効
果
の
変
化
を
統
計
的
に
把
握

す
る
意
味
で
適
切
で
あ
っ
た
。
地
域
医
療

や
救
急
医
療
、
高
度
医
療
、
企
業
誘
致
、

災
害
対
策
な
ど
の
重
要
度
が
高
い
が
、
満

足
度
が
低
い
こ
と
な
ど
が
把
握
で
き
た
。

新
し
い
計
画
策
定
に
活
用
し
た
い
。　

問　

本
市
が
目
指
す
方
向
性
や
重
点
は
。

答　

人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
な
ど
の
課

題
を
乗
り
越
え
、地
域
共
生
社
会
を
実
現

す
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
。産
業
振

興
等
、若
い
世
代
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て
暮

ら
せ
る
た
め
に
、バ
ラ
ン
ス
良
い
取
組
を
進

め
、持
続
可
能
な
社
会
に
し
て
い
き
た
い
。

古
ふるかわ

川 英
ひであき

明
議員

平成30年度政務活動費収支報告書 
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～行政視察の受け入れ～

ようこそ新見市へ

一
般
質
問
は
、
な
ぜ
地
方
自
治
法
に

規
定
が
な
い
の
？

よ
く
気
が
つ
き
ま
し
た
ね
。
そ
れ
は
、
議
会
が
開
催
す
る
会
議
や

委
員
会
に
お
い
て
、
議
員
が
質
問
や
討
論
を
す
る
こ
と
は
当
た
り
前
の

こ
と
で
あ
り
、
あ
え
て
規
定
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
た
め
で
す
。

　
つ
ま
り
、
一
般
質
問
は
、
議
会
が
主
体
的
に
代
表
機
関
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
上
で
、
最
も
重
要
な
議
員
の
活
動
と
い
え
ま
す
。

 

で
は
、
一
般
質
問
の
ル
ー
ル
は
ど
こ
に

定
め
ら
れ
て
い
る
の
？

そ
れ
は
、
各
議
会
の
会
議
規
則
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
見
市
議
会
で
は
、
第
62
条
に
一
般
質
問
の
項
目
を
お
き
、
次
の
よ
う

に
規
定
し
て
い
ま
す
。「
第
62
条
第
１
項 

議
員
は
、
市
の
一
般
事
務
に

つ
い
て
議
長
の
許
可
を
得
て
、
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
２
項 

質
問
者
は
、
議
長
の
定
め
た
期
間
内
に
、
議
長
に
そ
の
要

旨
を
文
書
で
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

　
こ
の
よ
う
に
、
一
般
質
問
は
、
事
前
通
告
制
に
よ
り
、
運
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
質
問
内
容
は
、
市
政
に
つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る
事
柄
に

及
び
、
制
約
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
会
Ｑ
＆
Ａ

に
ー
み
ん
の

ＱＱ ＡＡ

　

７
月
10
日
、
新
潟
県
新
発
田

市
議
会
の
議
員
11
人
が
「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
で
情
報
文
化
都
市
を
目

指
す
」
に
つ
い
て
調
査
の
た
め

本
市
へ
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。 

　

当
日
は
、
情
報
管
理
課
の
担

当
者
が
「
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル

事
業
に
つ
い
て
」
及
び
教
育
委

員
会
の
担
当
者
が
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
」
市

の
取
り
組
み
を
説
明
し
た
後
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

【
今
後
の
視
察
受
入
予
定
】

　
京
都
府
南
丹
市
議
会
　
　「
移
住
・
定
住
対
策
と
新
規
就
農
支
援
対
策

に
つ
い
て
」 

　
埼
玉
県
八
潮
市
議
会
　
　「
電
子
投
票
に
つ
い
て
・
新
見
市
Ｐ
Ｒ
動
画

に
つ
い
て
」 

　
京
都
府
福
知
山
市
議
会
　「
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
に
つ
い
て
（
き
ら
め

き
広
場
・
哲
西
）」 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
情
報
文
化
都
市
を
目
指
す

　
「
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
に
つ
い
て
」

　
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
」

�

新
潟
県
新
発
田
市
議
会
　
会
派
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※アンケートの集計結果は新見市議会ホームページに掲載されています。

ある程度評価する
252人

（36.4%）

集計
693人

分からない
201人

（29.0%）

あまり評価しない
183人

（26.4%）

まったく評価しない
25人

（3.6%）

おおいに評価する
21人

（3.0%）
記入なし
11人

（1.6%）

集計
693人

現状でよい
348人

（50.2%）現状以下に
246人

（35.5%）

現状以上に
66人

（9.5%）

記入なし
33人

（4.8%）

集計
693人

少なくてよい
371人

（53.5%）

現状でよい
308人

（44.5%）

多くてよい
9人

（1.3%）

記入なし
5人

（0.7%）

0

50

100

150

200

250

300

350

400

広
い
地
域
内
の
要
望
や
要
請
等
を

も
っ
と
聞
い
て
歩
く
こ
と

将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
等
を

議
論
す
る
こ
と

政
策
案
等
の
提
言
や

提
案
す
る
こ
と

市
民
と
の
意
見
交
換
等
を

積
極
的
に
行
う
こ
と

執
行
部
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を

果
た
す
こ
と

議
会
情
報
・
行
政
情
報
を

も
っ
と
市
民
に
知
ら
せ
る
こ
と

記
入
な
し

上
記
以
外
に
あ
れ
ば

お
書
き
く
だ
さ
い

◆現在の市議会についてどのように
　評価しますか

◆現在、新見市議会議員の報酬（給与）は、月
額330,000円ですが、どの程度が適当と思わ
れますか。

◆現在、新見市議会議員は18人ですが、議員数
はどの程度が良いと思われますか

◆議員の仕事や権限の行使等についてお尋ねし
ます。いずれの項目も重要ですが、このうち
あなたが重要と思われる項目をお答えくださ
い。（複数回答可）

議員定数等のアンケート集計結果について

　市民の皆様のご意見を参考にさせていただき、審議するために、平成31年２月に議員定数等
のアンケート調査を実施しましたので、その結果について公表いたします。 
　なお、アンケート調査は、年齢区分により市内約1500人を住民基本台帳から無作為に抽出さ
せていただきました。 
　ご協力いただき、ありがとうございました。 
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４月26日　新見市観光案内所・特産物販売所開所式
� ［議長］
　　28日　2019三室しゃくなげまつり［議長］
５月３日　第30回鯉が窪湿原まつり［議長］
　　５日　第８回大佐大井野「清流・石楠花まつり」
� ［議長］
　　　　　第46回にいみ子どもマス釣り大会［副議長］
　　７日　就任挨拶（高梁市議会・真庭市議会）
� ［正副議長］
　　10日　新見市婦人連合協議会総会並びに新見市民運

動推進協議会総会［議長］
　　11日　第42回新見市文化協会定期総会［副議長］
　　13日　春の交通安全運動に伴う街頭査察［議長］
　　14日　議会運営委員会／議員定数等検討特別委員会

議会広報特別委員会
　　15日　産業建設常任委員会
　　16日　新見市老人クラブ連合会総会［議長］
　　　　　新見市官公庁等連絡協議会総会［議長］
　　17日　「災害救助物資の調達に関する協定」調印式
� ［議長］
　　19日　第66回岡山県消防操法訓練大会（岡山市）
� ［議長］
　　20日　文教福祉常任委員会
　　21日　中国横断自動車道岡山米子線全線４車線化

促進市議会連盟総会（真庭市）［議長］
　　22日　中国横断自動車道４車線化促進岡山県期成会

総会及び意見交換会（岡山市）［議長］
　　23日　第250回岡山県市議会議長会総会（高梁市）
� ［正副議長］
　　24日　阿哲商工会通常総会［議長］
　　26日　神郷太鼓田植え［議長］
　　27日　西部総合開発基幹道建設促進協議会総会（高

梁市）［議長］
　　　　　総務消防常任委員会
　　28日　新見市遺族連合会役員総会［副議長］
　　　　　新見市国際交流協会総会・講演会［議長］
　　29日　第144回中国市議会議長会総会（山口県防府

市）〈〜30日〉［正副議長］
　　30日　備北保健所新見栄養改善協議会・新見市栄養

改善協議会総会並びに研修会
� ［文教福祉常任委員長］
　　　　　新見市シルバー人材センター定時総会
� ［文教福祉常任委員会副委員長］
　　31日　合同総会（新見防犯連合会･新見暴力追放推

進協議会･新見地区国際化対策連絡協議会）
� ［議長］
　　　　　新見市スポーツ少年団懇親会［議長］
６月１日　生誕100年堀文子追悼展〜旅人の記憶〜開会

式［副議長］
　　　　　岡山市政令指定都市移行10周年・市制施行

130周年記念式典（岡山市）［議長］

６月２日　第36回「すずらんまつり」［議長］
　　　　　唐松まちづくり協議会総会［議長］
　　３日　ドローン体験講習会

　　４日　期成会合同総会（国道180号）（岡山市）［議長］
　　７日　議会改革推進会議／議会運営委員会
　　９日　第51回新見市壮年ソフトボール大会［議長］
　　　　　第12回新見市婦人連合協議会運動会［議長］
　　10日　第95回全国市議会議長会定期総会並びに第

118回市議会議員共済会代議員会（東京都）
〈〜12日〉［議長］

　　　　　新見市ふるさと大使委嘱式（神奈川県）［議長］
　　13日　主要地方道横田新見間道路改良整備促進協議

会、主要地方道新見勝山線整備促進期成会並
びに主要地方道新見日南線及び一般県道神戸
上新見線整備促進期成会　H30監査［議長］

　　　　　新見市防災会議［副議長］
　　14日　令和元年６月新見市議会定例会開会
　　17日　にいみフォーラム総会並びに研修会［議長］
　　　　　新見市観光協会通常総会並びに懇親会［議長］
　　18日　「新見市災害ボランティアセンターの設置等

に関する協定」調印式［副議長］
　　23日　成地水道設備完成祝賀会［議長］
　　　　　第66回岡山県消防操法訓練大会入賞祝賀会
� ［議長］
　　24日　本会議（一般質問）/議会運営員会
　　25日　本会議（一般質問）
　　27日　阿新農業協同組合第48回通常総代会［議長］
　　　　　総務消防常任委員会／議会改革推進会議
　　28日　新見市森林組合通常総代会［議長］
　　　　　新見市愛育委員会総会並びに研修会［議長］
　　　　　文教福祉常任委員会
７月１日　産業建設常任委員会
　　２日　新見市環境衛生協議会総会［議長］
　　　　　予算決算常任委員会
　　　　　議員定数等検討特別委員会
　　３日　議会広報特別委員会
　　４日　新見市民生委員児童委員協議会総会［議長］
　　５日　議会運営委員会
　　８日　本会議（閉会）
　　10日　新潟県新発田市議会行政視察受入［議長］
　　13日　第14回きらめき健康福祉まつり［議長］
　　17日　島根県浜田市議会行政視察受入［議長］
　　18日　叙勲伝達式（大佐大井野・山下一夫氏）［議長］

議 長 等 の 活 動 報 告
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９
月
定
例
会（
予
定
）

　「
議
員
の
活
動
が
見
え
な
い
」「
誰
が
な
っ
て

も
同
じ
」
地
方
議
会
に
対
す
る
意
見
は
、
ど
の

自
治
体
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
回
答
が

寄
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
課
題
に
真
摯
に
取
組
ま

れ
た
議
会
が
あ
り
ま
す
。
長
野
県
飯
綱
町
議
会

で
す
。

　
同
町
議
会
が
発
行
す
る
「
議
会
だ
よ
り
」
で

は
、
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
採
用
。
議
長
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
57
名
の
モ
ニ
タ
ー
が
、
住
民
か
ら
の
意

見
や
要
望
を
議
会
に
伝
え
、
さ
ら
に
は
座
談
会

へ
の
参
加
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
・
調
査
に
も

協
力
す
る
と
い
う
仕
組
み
を
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
寄
せ
ら
れ
る
意
見
は
、
批
判
は
も

ち
ろ
ん
、
傍
観
者
的
な
も
の
が
ま
だ
多
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
取
組
み
に
は
、
敬
意
を
表
し
た
い
で
す
。

地
方
議
会
は
、
住
民
自
治
の
要
。
住
民
自
治
は
、

主
権
者
が
自
ら
の
意
思
に
基
づ
き
担
う
、
い
わ

ば
誰
も
が
当
事
者
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の

意
識
づ
け
が
議
会
の
あ
り
方
を
左
右
す
る
の
で

は
と
考
え
ま
す
。�

（
西
川 

照
雄
） 

ご意見・ご提案は
新見市議会事務局内
　　議会広報紙編集係

〒718-8501
新見市新見310-3
　電話 0867-72-6151
　FAX 0867-72-6183

メール
gikai@city.niimi.lg.jp

9 月
2 日

（月）
本
会
議

開
会

10日
（火）
本
会
議

一
般
質
問

11日
（水）
本
会
議

一
般
質
問

12日
（木）
本
会
議

予
備
日

13日
（金）

総
務
消
防

常
任
委
員
会

17日
（火）

文
教
福
祉

常
任
委
員
会

18日
（水）

産
業
建
設

常
任
委
員
会

19日
（木）

予
算
決
算

常
任
委
員
会

20日
（金）

予
算
決
算

常
任
委
員
会

24日
（火）

予
算
決
算

常
任
委
員
会

議
員
定
数
等

検
討
特
別
委

員
会

25日
（水）

議
会
広
報

特
別
委
員
会 

30日
（月）
本
会
議

閉
会

編

後
記

集

講　師
	 早稲田大学公共経営大学院  教授

	 片山 善博 氏

演　題 	 人口減少時代のまちづくり
	 　〜住民参画と議会の役割〜

日　時 	 2019年10月26日（土）
	   13：30〜15：00 （開場12：30）

会　場 	 まなび広場にいみ 大ホール

主催／ 新見市議会　 　後援／ 新 見 市
問い合わせ先／ 新見市議会事務局 ☎0867-72-6151

　地域の課題を地域に住む人たちが責任をもって判断する時代。地方政治
への市民参加が求められる時代です。人口減少時代のまちづくりについて、
市民の皆さまと議会とが共に学んでいきたいと思います。事前申し込みは
いりませんので、ぜひご参加ください。

まちづくり講演会
入場無料
だよ
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